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（趣旨） 

第１条 この基準は、多摩市多摩都市計画区域における都市計画道路に関する都市計画法

第５３条第１項の許可取扱基準第２条第２項に規定する運用基準について定めるものと

する。 

（対象区間） 

第２条 この基準を適用する区域は、南多摩尾根幹線（多摩都市計画道路３・１・６号をい

う。以下同じ。）の都市計画施設（聖ヶ丘四丁目及び五丁目、連光寺六丁目に所在するも

のに限る。）内のトンネル構造区間の上部とする。 

（許可の基準） 

第３条 多摩市長は、都市計画法（昭和４３年法律第１００号。以下「法」という。）第５

３条第１項に規定する許可の申請（以下「許可申請」という。）があった建築物の建築に

ついて、都市計画事業の施行者（都市計画事業の完成後にあっては、道路管理者。以下同

じ。）が南多摩尾根幹線の整備及び管理に支障がないと認めるときは、当該許可をするこ

とができる。 

（適用期間） 

第４条 この基準を適用する期間は、南多摩尾根幹線に係る法第２０条の規定による都市

計画の決定の告示があった日から法第６２条の規定による都市計画事業の認可等の告示

がある日の前日まで及び都市計画事業の完了した日以後の期間とする。 

（許可の手続） 

第５条 第３条の規定による許可は、次に掲げる手続により行うものとする。  

⑴ 申請者は、許可申請に当たり、事前に建築物の計画等について都市計画事業の施行

者と協議し、その結果を多摩市に通知する。 

⑵ 多摩市は、許可申請があった場合において、都市計画事業の施行者に支障の有無を

照会し、支障とならない旨の回答があったときは、これを許可する。 


